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　地域との関わりを工夫し小学校との連携や地域の行事に参加するなど行っているが、

⑴生活指導 　一人一人の個性に応じた指導が計画的に進められており、教師自ら礼を正すよう心がけ、

⑵生活習慣 思いやりの心を持った幼児の育成のために努力している。

また得た情報を保育に生かせるように努めたい。

⑴研究・研修
　職員全体で地域開放や子育て支援に取り組んできたが、更なる支援の在り方等を研修し学ぶ必要
がある。

５．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

改善策を検討する資料として園運営のために生かしていきたい。

　自己評価・保護者の評価結果により今後、取り組むべき課題が明確になった。全職員の共通理解のもと

　園の教育方針に沿って子どもが成長していると実感されている。

　生活のリズムづくりや活動に必要なものを準備できるなどの基本的生活習慣の定着が

不十分と感じておられ、学年ごとの定着の目標を明確にし、年度末には目標達成できる

⑵子どもの保育に関
すること

ために家庭との連携が必要である。

取　り　組　み　状　況

　園の保育や教育方針等にご理解を頂き、高い評価を得ている。

　危機管理へも配慮について不足を感じておられる部分があり、園の対応についての共通

理解ができる機会を設定していく必要がある。

４．評価項目の達成及び取り組み状況＜保護者＞
評価項目

⑴園経営に関すること

⑷環境構成 季節の変化に応じた教育環境の整備を努力する必要がある。

　園内外の危険箇所等を安全確認チェック表に沿って毎日確認を行えている。

　幼児の体力づくりの工夫を心がけているが更なる向上に努めたい。

⑸保育と計画

⑴健康と安全
⑵保育の喜び

⑶心の育成

　保護者への情報発信を職員全体で心がけている。

　参観や懇談会等で、日々の保育や子ども達も発達について保護者との共通理解が深まる

より積極的に関われるよう努めたい。

⑴保護者への対応
⑵守秘義務の遵守

１．本園の教育目標

よう、更なる工夫をしていきたい。

⑴地域との関わり

　各評価項目により自己評価を実施することによって、園の教育理念や教育目標・方針を確認し教職員の共通

評価項目 取　り　組　み　状　況

⑴教育方針の理解 　園の目指す幼児像のイメージを的確に捉え、教育要領・教育課程・幼児の実態を踏まえ

⑵教育課程 て、指導計画を作成できており、昨年に引き続き幼児が自ら考え、工夫して遊び、友達と

⑶指導計画 協力して遊べる環境づくりに努めている。

かんがえる子ども・・・人の話をよく聞き、自分の言葉で話し、豊かな人間関係を作る子どもを育てる。

２．本年度、重点的に取り組む目標・計画

理解を図るとともに体力づくりをどのような意図で計画的に教育課程に取り入れているかを明確にして理解を図る。

３．評価項目の達成及び取り組み状況＜教師＞

じょうぶな体・・・心もからだも健康で、意欲的にチャレンジする子どもを育てる。

きれいな心・・・よろこびを感じる感性と、ありがとうと感謝の気持ちを伝える子どもを育てる。



全項目の運営状況については、高い評価を受けており、妥当であると認められている。

９．財務状況

公認会計士の定期的な監査により、適正に運営されていると認められている。

たくさんのご意見ありがとうございました。

８．学校関係者評議委員会の評価

Ａ　ありがとうございます。職員の励みになりました。

○　園の入り口が、誰でも入れるようになっているところが、少し怖いなぁと感じております。

Ａ　昨年、ご意見をいただいていたことを受けて、園の入り口に防犯カメラを設置し、職員室のモニターで確認して

おります。又、朝の登園時間は職員が常に入り口に気を配っているところでありますが、今後の課題として

検討していく考えです。

○　毎日楽しく通っているので、安心しています。

○　年中さんになり、引き続き担任の先生、補助の先生にていねいな保育をしていただけていると感じています。

文書を配布するという対応をしております。マチコミ等につきましては、検討したいと思います。

行っております。

○　小さい学年でも、外国文化に触れる機会を作ってくださるとうれしいです。視野を広げるために。

Ａ　宮崎県国際交流協会の協力を得て、国際交流教室を行っております。年少・年少々組は、教室に要する時間が

1時間、加えて講師の先生の話が理解できる年齢ではないことから、教室という形式では考えておりません。

上学年の教室を見学して興味をもたせたり、教室で紹介のあった手遊び（その国の言語を使った）や遊びを

普段の保育で取り入れたりして触れる活動は行っております。

○　バス登園の状況がわかるとありがたいです。（LINE等で）朝、どこを出発したとか大ざっぱでいいので・・・

Ａ　バスの運行につきましては、現在10分以上の遅れがある場合に各家庭に連絡をしております。

交通事情でご迷惑をおかけしますが、現在のところこのような形での対応とさせていただきたいと考えています。

○　台風等の登園についてもお知らせメールがあったら助かります。（マチコミなど）

Ａ　現在のところ、ホームページと電話による連絡網での連絡、前日に休園や、給食停止で弁当の場合のみ

生活習慣と指導 基本的生活習慣の学年ごとの定着目標を示し、園と家庭とで共通の取り組みを行う。

７．保護者の園への要望＜自由記述＞（回答）
○外国人講師による英会話教室などを年長さんになったらおこなってほしい。

Ａ　幼稚園教育要領の改訂にともない、異文化に触れる活動を年中・年長組は取り入れております。

英語だけではなく、世界にはいろいろな国があり、言語があることに気づかせ、興味をもつことをねらいとして

地域人材等の活用 情報収集を行いながら、学年に応じた活用を図り積極的に進める。

６．今後取り組むべき課題
課題 具体的な取り組み方法

環境構成と保育計画
季節の変化に応じた教育環境の整備に取り組み、保育に活用する。


